








      
ち ちと子と せ い霊のみ名に よっ て。

  
ア メ ーン。

  

    

         
主イエス・キリストの恵み、神の あ い､ せ い霊の交わり が み なさんとともに。









   
ま た あ な　たとともに。

   

     

         
父である神と主イエス・キリストか ら の め ぐみと平和 が み なさんとともに。









   
ま た あ な　たとともに。

   

     









   
主 は み なさんとともに。

   
ま た あ な　たとともに。
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ミサの式次第 Ｂ（伴奏用）602

会衆へのあいさつ（司祭にＦ音を知らせる）

または

または

開祭
詞･曲 CBCJ











   
平和 が み なさんとともに。

   
ま た あ な　たとともに。

   

     

      

皆さん、聖なる祭儀を行う前に、 わ たしたちの罪を認め、ゆ るしを願いましょう。

     

皆さん、わたしたちの罪を思い、 感謝の祭儀を祝う前に、 こ ころを改めましょう。

 
     

全能の神と､兄弟姉妹の皆さんに告白します。わたしは、お もい、ことば、お こない、怠りによって

     
た びたび罪を犯しました。 聖母マリア、すべての天使と聖人、 そして兄弟姉妹の皆さん、

  
罪深いわたしのために


神に祈ってください。









    
主 よ、あ われみをわたしたち に。

   
わ たしたちは　あなたに罪を お かしまし

   

     

た。

     










主よ、いつくしみを示し、



わたしたちに救いをお与えください。
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回心の祈り

回心の祈り二

司教が司式する場合

回心の祈り一（一同にＤ音を知らせる）

または

司祭は罪のゆるしを祈る(４ページ)。

司祭は罪ゆるしを祈る
（４ページ）。











      






打 ち 砕かれた心をいやすために つ かわされた 主 よ、 い つくしみ　を。

     


         

,









         
主よ、いつく し み を わ た し た ち に。

    

        









     






つ み びとを招くために 来 られたキリス ト、 い  つくしみ を。

     


         

,









         

キリスト、いつく し み を わ た し た ち に。

    

        









        







ち ち の 右の座にあって、 わたしたちのために と りなしてくださる 主 よ、 い つくしみを。

 
     

 
          

,









         

主よ、いつく し み を わ た し た ち に。
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回心の祈り三（先唱者にＦ音を知らせる。いつくしみの賛歌を省く）

司祭は罪ゆるしを祈る（４ページ）。
「回心の祈り三」を用いた場合、いくつしみの
賛歌を省く。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



      

ぜ ん能の神、いつくしみ深い父がわたしたちの罪をゆる し、 え い遠のいのちに導いて









   
くださいます よ う に。

  
ア メ ーン。

  

    









 
い のりましょう。


…イエス・キリストによって。

  

ア メ ーン。
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集会祈願（司祭にＦ音を知らせる）

司祭が罪のゆるしを祈る。

いつくしみの賛歌（キリエ）

栄光の賛歌（グロリア）規則に従って歌う。







    
神の み こ と ば。

   

神に か ん しゃ。

  

  
  







    
神の み こ と ば。

   

神に か ん しゃ。

  

  
  







   
主 は み なさんとともに。

   
ま た あ なたと　とも　に。

  

    






○○○による福音。

   
主 に え い　こう。

  

  












     
主 の み こ と ば。

           

キリストに さ ん び ー ー ー。

     

          









     
主 の み こ と ば。

   
キリストに さ ん び。

 

  

一（第一朗読）（朗読者にＧ音を知らせる）

二（第二朗読）（朗読者にＧ音を知らせる）

福音朗読（助祭にＧ音を知らせる）

賛美の応唱（助祭にＧ音を知らせる）
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または

説教

信仰宣言（「ニケア・コンスタンチノープル
信条」または「使徒信条」）

共同祈願（信者の祈り）

ことばの典礼



         
神よ、あ なたは万物の造り主、こ こに供えるパンはあなたからいただいたも の、大地の恵み、労働の









   
み の り、 わたしたちのいのちの糧となるものです。

    
神よ、 あ なたは ば  ん物の造りぬ し。

    

         

         
神よ、あなたは万物の造り主、ここに供えるぶどう酒はあなたからいただいたもの、大地の恵み、労働の









   
み の り、 わたしたちの救いの杯となるものです。

    
神よ、 あ なたは ば  ん物の造りぬ し。

    

         

        
皆さん、 と もにささげるこのいけにえを、ぜん能の父である神が受け入れてくださるよういのりましょう。









    

神の栄光と賛美のため、  また わたしたちと全教会のために、あなたの手を通して

  
  









 
おささげするいけにえを、    神が 受け入れてくださいますように。
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パンを供える祈り（司祭にＧ音を知らせる）

感謝の典礼

ぶどう酒を供える祈り

祈りへの招き











 
いつくしみ深い神よ、… …主イエス・キリストによって。

  
ア メ ーン。

  

    









     
主 は 皆さんと と も に。

     
ま た あなたと と も に。

   

      









    
こ こ ろ を こめて、

     
か み を あ お ぎ、

  

  
  









     
さ んびと か んしゃを ささげましょう。

     
そ れはとうと い た いせつな    務 め。
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奉納祈願

奉献文（エウカリスティアの祈り）

叙唱前の対話句（司祭にＦ音を知らせる）

叙唱

感謝の賛歌（サンクトゥス）

奉献文











     

し ん 仰の し ん ぴ。

             

主 よ、 あ な たの死を 告 げ 知 ら せ、 復 活をほめたた え ます。

       

      
       











       

ふ たたび 来 ら れ る と  きま で。

         









   
信仰のし ん ぴ。

       
 主よ、このパンを 食べ、この杯を 飲 む た び に、あ なたの死を

    

    
     









  

告げ知ら せ ます。

 

    



       

ふ たたび 来 ら れ る と  きま で。

          









   
信仰の し ん ぴ。

        

十字架と復活によって わたしたちを解放された 世 の す く い ぬ し、

  

    









   

わ たしたちを お救いくださ い。
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記念唱（司祭にＤ音を知らせる）

または（司祭にＧ音を知らせる）

または（司祭にＧ音を知らせる）



         

キ リストによってキリストとともにキリスト の う ち に、 せ い霊の交わりの中で、全能の神、









          
父である あ なたに、すべての ほ ま れ と えい光は、世々に至るま で。

  
ア メ ーン。

  

    









 
ア メン。

 

  

  
ア ー メン。

 

  

  
ア ー メン。

  

 
 

     
主の教えを守り、みことばに従い、 つつしんで主の祈りを と なえましょう。









        

天 に おられる わ たしたち の ち ち よ、

      

            

            
み 名 が せ い と さ れ ま す よ う に。

  

  
  











        

み く に が 来 ま す よう に。

  

    
 


       

みこころが て ん に お こなわれる とお り
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栄唱（司祭にＧ音とＢ音を知らせる）

または（「アーメン」三唱）

交わりの儀（コムニオ）

主の祈り











       
地 に も お こなわれます よ う に。

   

    
   



       
わたしたちの 日 ご と の か て を

  

    









         

きょうも お あ た え く だ さ い。

  

   
 


            

わたしたち の つ み を お ゆ る し く だ さ い。

    

         









       
わたしたちも ひ と を ゆ る し ます。

   

      



           

わたしたちを ゆ う わ く に お ち い ら せ ず、

    

          











           

あ く か ら お す く い く だ さ い。

   

     

       

い つくしみ深い父よ、すべての悪からわたしたちを救い、 せ かいに平和を お 与えください。

        
あ なたのあわれみに支えられて、つ みから解放され、すべての困難に打ち勝つことができます よ う に。

         
わ たしたちの希望、 す くい主イエス・キリストが来られるのを 待 ち望んで い ます。
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副文











                  

く に と 力と え い 光 は、 え い え ん に あ な た の も の。

     
   

        
        

    
主イエス・キリスト、あなたは使徒に仰せになりました。 「わ たしは平和を残し、わたしの平和を

      
あなたがたに与える。」 主 よ、わ たしたちの罪ではなく、教会の信仰を顧み、

     
お ことばのとおり教会に平和と一致を お 与えください。

 
あ なたはまことのいのち、









     
すべてを導かれる神、世々 と こ し え に。

  
ア メ ーン。

  

    









     
主の平和が い つ も み なさんとともに。

        
ま た あ な た と と も に。

  

    

    
互いに平和のあいさつを 交 わしましょう。
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教会に平和を願う祈り

平和のあいさつ

平和の賛歌（アニュス・デイ）



            
世の罪を取り除く か み の 小 羊。 神の小羊の食卓に招かれた人は さ い わ い。









        

主よ、わたしはあなたをお迎えするにふさわしい者ではありません。 おことばをいただくだけで すくわれます。

     


   
   











        

主 よ、あなたは神の子キリスト、永遠のいのちの糧、 あなたをおいてだれのところに 行 き ま しょう。

     


   
   












祈りましょう。


…イエス・キリストによって。

  
ア メ ーン。
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拝領前の信仰告白（司祭にＧ音を知らせる）

または

拝領祈願（司祭にＦ音を知らせる）











   

主 は み なさんとともに。

   
ま た あ    な たとともに。

   

     









          
ぜ ん能の か み、 ち ちと子と せ    い霊の祝福が ＋ 皆さんの上にありますよ う に。

  
ア メ ーン。

  

    









   
主 は み なさんとともに。

   
ま た あ    な たとともに。

   

     









 
主のみ名がいつもたたえられますよう に。

 
いまよりとこしえ に。

 

  









 
主のみ名はわたしたちの 助け。

 
主は天地の造り 主。

 

  









          
ぜん能のか み、ち        ちと ＋ 子と ＋せ    い霊の ＋ 祝福が皆さんの上にありますよ う に。

  
ア メ ーン。
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派遣の祝福（司祭にＦ音を知らせる）

閉祭

司教が司式するミサの場合

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿



            

感謝の祭儀を 終 わります。 行 きましょう、 主 の平和 の う ち に。

            

（感謝の祭儀を 終 わります。） 行 きましょう、 主 の福音を告げ知らせ る た め に。 

            

（感謝の祭儀を 終 わります。） 行 きましょう、 日 々の生活の中で主の栄光をあらわす た め に。 









      
か み に か ー ん しゃ。

  

    



            

感謝の祭儀を 終 わります。 行 きましょう、 主 の平和 の う ち に。 

    

ア レ ル ー ヤ、

            
ア レ ー 　 ー ル ー ヤ ー。









      
か み に か ー ん しゃ。

  

    


               
ア レ ル ー ヤ、 ア レ 　 ー ル ー ヤ ー。

      

            

,
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閉祭のことば

または

または

復活の八日間と聖霊降臨の主日に



       
祝福を受けるために頭を 下 げ て い のりましょう。









   
神が皆さんを祝福し、守ってくださいます よ う に。

  
ア メ ーン。

  

    









   
神がみ顔の輝きで皆さんを照らし、恵みで満たしてくださいます よ う に。

  
ア メ ーン。

  

    









   
神がみ顔を皆さんに向け、その平和を与えてくださいますよ う に。

  
ア メ ーン。

  

    









          
ぜ ん能の かみ、ちちと子と せ    い霊の祝福が ＋ 皆さんの上にいつもありますよ う に。

  
ア メ ーン。
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荘厳な祝福

年間一（他の式分も同じ旋律で歌う）

（助祭にＧ音を知らせる）


